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第
一
三
回
丸
山
眞
男
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
会
概
要
日
時
二
〇
一
六
年
五
月
二
五
日
（
水
）
一
六
時
〜
一
七
時
三
〇
分
場
所
東
京
女
子
大
学
一
号
館
一
三
一
教
室
報
告
者
湯
浅
成
大
氏
（
東
京
女
子
大
学
教
授
）
論
題
丸
山
先
生
の
英
文
原
稿
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
概
要
当
初
私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
丸
山
眞
男
の
ア
メ
リ
カ
観
」
と
設
定
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
「
丸
山
先
生
の
英
文
原
稿
の
翻
訳
作
業
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
会
で
は
、
丸
山
先
生
の
英
文
原
稿
翻
訳
の
一
般
的
問
題
点
を
報
告
し
、
か
つ
「
自
筆
英
文
原
稿
、
メ
モ
」
“
R
ecentT
rends
ofJapanese
Intellectuals”
（
資
料
番
号
224）
の
一
部
分
の
翻
訳
を
試
み
、
そ
れ
を
発
表
し
て
参
加
の
先
生
方
の
批
評
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。
一
般
的
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
英
文
に
関
し
て
は
非
常
に
几
帳
面
な
英
文
で
難
解
な
も
の
で
は
な
く
、
手
書
き
の
字
も
日
本
語
よ
り
は
読
み
や
す
い
の
で
、
そ
の
原
稿
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
問
題
な
い
が
、
適
切
な
訳
語
の
選
択
、
そ
れ
か
ら
原
稿
が
書
か
れ
た
（
あ
る
い
は
、
多
く
は
講
演
原
稿
で
あ
る
た
め
そ
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
）
背
景
や
時
代
状
況
に
つ
い
て
は
、
私
の
知
識
が
不
十
分
で
あ
る
た
め
、専
門
の
方
の
助
言
を
仰
ぎ
た
い
と
お
願
い
し
た
。
英
文
原
稿
の
試
訳
に
つ
い
て
は
、
訳
文
を
添
え
て
検
討
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
訳
語
の
問
題
な
ど
適
切
な
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
有
益
で
あ
っ
た
。
研
究
会
の
後
半
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
ど
の
原
稿
を
正
式
に
翻
訳
す
る
か
と
い
う
こ
と
を
協
議
し
、
丸
山
先
生
が
イ
ギ
リ
ス
で
行
っ
た
「M
arxism
in
」（
資
料
番
号
365）
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
、
pre-w
ar
and
post-w
ar
Japan
後
日
決
ま
っ
た
。
― 30 ―
